
JP 2013-24977 A5 2014.9.4

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年9月4日(2014.9.4)

【公開番号】特開2013-24977(P2013-24977A)
【公開日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-006
【出願番号】特願2011-157970(P2011-157970)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/28     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/36     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｎ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ 101:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月17日(2014.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
【特許文献１】特開平０７－１４３３８２号公報
【特許文献２】特開平０５－３００４２２号公報
【特許文献３】特開２００５－２４９８７９号公報
【特許文献４】特開２００７－１１６３０５号公報
【特許文献５】特開２００７－２２１３７５号公報
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　ステップＳ１１０の実行後、マイクロコンピュータ４００は、指定ズーム倍率に基づい
てズームモータ５１０を駆動して、前記指定ズーム倍率に撮影像を変倍する（ステップＳ
１２０）。この結果、ズームダイヤル３４の操作に応じたズーム倍率に変倍がなされる。
すなわち、ステップＳ１１０およびＳ１２０の処理がズーム動作に対応する。マイクロコ
ンピュータ４００は、ステップＳ１１０およびＳ１２０の処理を実行することで、ズーム
制御部４１０（図２）を機能的に実現する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５１】
　続いて、マイクロコンピュータ４００は、ステップＳ１３０で求めたズームレンズ位置
における、フォーカスレンズ１５０の近接限界位置および遠距離限界位置を設定する処理
を行う（ステップＳ１４０）。フォーカスレンズ１５０の合焦位置を被写体に一致させる
ことのできる、すなわち、ＣＣＤ２００で撮影される像が合焦状態（ピントが合った状態
）を維持することのできるフォーカスレンズの位置範囲は、ズームレンズ１２０の位置に
よって変わる。このため、この位置範囲を近接限界位置と長距離限界位置とによって示す
ものとして、ステップＳ１４０では、ステップＳ１３０で求めたズームレンズ位置に対応
した、フォーカスレンズ１５０の近接限界位置および長距離限界位置を求める。詳しくは
、次のようにして行う。なお、近接限界位置は前記フォーカスレンズの移動範囲の近接方
向の限界位置であり、長距離限界位置は前記フォーカスレンズの移動範囲の長距離方向の
限界位置である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　図４の例示では、位置Ｐmaxはしきい位置ＰＴより遠距離方向側にあることから、フォ
ーカスレンズ１５０は位置Ｐmaxに移動させられる。この結果、自動で被写体にピントが
合わせられる。すなわち、被写体の像を撮像面に合焦させることができる。Ｓ１３０ない
しＳ１８０の処理がフォーカス動作に対応し、前述した標準モードに対応する。ステップ
Ｓ１８０の実行後、このレンズ移動制御ルーチンを一旦終了する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　なお、ステップＳ１００で、このレンズ移動制御ルーチンを実行開始する契機となった
操作がＡＦボタン３３であると判定されたときには、マイクロコンピュータ４００は、ズ
ーム動作であるステップＳ１１０およびＳ１２０の処理を実行することなく、ステップＳ
１３０に処理を進めて、フォーカス動作だけを行う。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　前記変倍をしてフォーカス動作を行う処理は、撮影可能な最近距離で最もテレよりとな
る変倍が可能であることから、マクロモードと呼ぶことができる。マイクロコンピュータ
４００は、ステップＳ１２０ないしＳ１９０の処理を実行することで、フォーカス制御部
４３０（図２）を機能的に実現する。特に、ステップＳ１９０によるズーム動作、その後
のステップＳ１４０～Ｓ１８０の処理によるフォーカス動作は、フォーカス制御部におけ
る「前記ズーム制御部により移動された前記ズームレンズの位置よりも前記ズームレンズ
をワイド側に移動した上で、前記合焦のためのフォーカスレンズの移動を行う」構成に相
当する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　図６に戻り、ステップＳ２５０の実行後、マイクロコンピュータ４００は、ステップＳ
２５０で検出した実撮影距離Ｄが、ステップＳ２４０で設定した最短撮影距離ＤＳ未満で
あるか否かを判定する（ステップＳ２６０）。ここで、実撮影距離Ｄが最短撮影距離ＤＳ
未満でない、すなわち以上であると判定された場合には、ステップＳ１４０に処理を進め
る。マイクロコンピュータ４００は、第１実施例と同じステップＳ１４０、Ｓ１６０、Ｓ
１８０の処理を実行することで、標準モードでフォーカス動作を行う。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　一方、ステップＳ２６０で、実撮影距離Ｄが最短撮影距離ＤＳ未満であると判定された
場合には、ステップＳ１９０に処理を進める。マイクロコンピュータ４００は、第１実施
例と同様に、撮影可能な最近距離が補償できる位置までズームレンズ１２０をワイド側に
移動し、その後、ステップＳ２４０に処理を戻す。この結果、第１実施例と同様に、マク
ロモードでフォーカス動作を行う。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　このために、第２実施例にかかる資料提示装置では、被写体が至近距離にあるときに、
自動でワイド側にズームして、被写体の像を撮像面に合焦させることができる。したがっ
て、操作者は、接写撮影時にピントの合った映像を、容易かつ確実に撮ることができる。
また、第２実施例では、被写体までの実撮影距離Ｄが、回動軸機構２４の状態から簡単に
求めることができる。
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